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倭 寇 対 策 と 通 信 使 の 創 設
～ 室 町 時 代 の 朝 鮮 通 信 使 ～
l. は じ め に
手 元 に 朝 鮮 通 信 使 に 関 す る 3 冊 の 本 が あ る 。
①  辛 基 秀 ・ 仲 尾 宏 編 著 『 図 説 朝 鮮 通 信 使 の 旅 』
明 石 書 店 ， 2000 年
②  日 韓 共 通 歴 史 教 材 制 作 チ ー ム 『 日 韓 共 通 歴 史 教
材 朝 鮮 通 信 使 一 豊 臣 秀 吉 の 朝 鮮 侵 略 か ら 友 好 ヘ
ー 』 明 石 書 店 ， 2005 年
③  仲 尾 宏 『 朝 鮮 通 信 使 一 江 戸 日 本 の 誠 信 外 交 』 岩
波 新 書 ， 2007 年
① は ， 釜 山 か ら 対 馬 ， 肥 前 名 護 屋 か ら 京 都 ， そ し
て 江 戸 ， さ ら に 日 光 へ ， 朝 鮮 通 信 使 が 宿 泊 ・ 休
憩 等 し た 場 所 を 中 心 に 歴 史 的 な 解 説 が 付 さ れ て
い る 。
② は ， 広 島 県 教 職 員 組 合 と 韓 国 全 国 教 職 員 労 働 組
合 大 邸 支 部 が 共 同 で 作 成 し た 共 通 教 材 で あ る 。
③ は ， 朝 鮮 通 信 使 に 関 す る 本 格 的 な 概 説 書 で あ
り ， 朝 鮮 か ら 最 初 の 公 式 使 節 が 日 本 を 訪 問 し て
400 年 の 節 H に 刊 行 さ れ た 。
出 版 時 期 を み る と ， ど れ も 2000 年 代 。 こ れ 等 の 書
籍 は ， 日 韓 両 国 政 府 が 共 存 ・ 共 栄 を も と め た 時 期 で あ
り ま た ， 民 間 交 流 も 盛 ん に 行 わ れ た 結 果 で あ る 。
筆 者 は ， 1980 年 代 に 入 り 世 界 史 教 科 書 作 成 に か か
わ っ た 。 そ の 時 「 進 出 ・ 侵 略 」 書 き 替 え 教 科 書 検 定
問 題 が 発 生 し た 叫 こ の こ と か ら ， 東 ア ジ ア 諸 国 の 歴
史 教 科 書 を は じ め と し て 歴 史 教 育 実 践 に 関 心 が 深 ま
り， 1980 年 代 後 半 以 降 ， 歴 史 教 科 書 に 関 す る 日 韓 共 同
研 究 を 始 め た 。 そ し て ， 多 く の 韓 国 の 歴 史 研 究 者 ・ 歴
史 教 育 者 と の 交 流 を 深 め て き た 凡
通 信 使 と は ， 「 よ し み を 通 じ ， 仲 よ く す る 」 関 係 を
維 持 し よ う と し て 派 遣 さ れ た 人 士 で あ る 。 日 本 の 代 表
的 な 人 物 と し て 雨 森 芳 洲 が 脚 光 を 浴 び た 。 1988 年 ， 来
日 し た 韓 国 の ノ テ ウ 大 統 領 が 演 説 で と り あ げ た こ と か
ら， 日 本 で は 雨 森 芳 洲 ブ ー ム が 起 き た 。
私 は ， そ れ 以 前 か ら ， 教 材 と し て 雨 森 芳 洲 を 取 り 上
げ て い た 。 1980 年 に は ， N 印 く 通 信 高 校 講 座 「 李 朝 の
繁 栄 」 の 取 材 で 対 馬 の 芳 洲 墓 へ 詣 で ， 通 信 使 の 船 が 停
泊 し た 船 江 な ど を 取 材 し た 。
芳 洲 は 釜 山 で 朝 鮮 語 を マ ス タ ー し ， 日 中 韓 三 国 の 言
葉 を 使 う 外 交 官 で ， 誠 信 誠 意 の 交 流 を 進 め た 人 と 番 組
で 伝 え た 。 今 日 ， 日 韓 交 流 を 促 進 し よ う と す る 人 々 に
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と っ て は ， 雨 森 芳 洲 の 学 習 は 必 須 だ 。 琵 琶 湖 畔 の 雨 森
芳 洲 庵 を 訪 ね ， 「 誠 信 の 交 わ り 」 を 学 ん で 欲 し い 。
こ こ で 取 り 上 げ る の は ， 江 戸 時 代 の 朝 鮮 通 信 使 で は な
く ， 室 町 時 代 の 朝 鮮 通 信 使 で あ る 。 そ の 時 期 に 活 躍 し た
朝 鮮 外 交 官 李 芸 （ イ イ エ ） は ， 話 題 に な っ て い る 凡
2 .  倭 寇 対 策
日 韓 の 通 信 使 は ， 14 世 紀 ， 室 町 （ 足 利 ） 幕 府 と 高 麗
王 朝 と の 間 に は じ ま る 4) 。 朝 鮮 半 島 と 日 本 列 島 と の 交
わ り は も っ と 古 い 時 代 に は じ ま っ て い る 。 14 世 紀 半 ば
の 東 ア ジ ア 世 界 で は ， モ ン ゴ ル 帝 国 が 後 退 し ， 中 国 で
は 元 王 朝 に 替 わ り ， 明 王 朝 が 成 立 。 朝 鮮 半 島 で は ， 高
麗 に 替 わ り ， 朝 鮮 王 朝 が 成 立 し た 。 日 本 で は ， 将 軍 足
利 義 満 の 時 代 で あ り ， 室 町 幕 府 の 勢 い が 最 も 盛 ん な 時
期 で あ っ た 。 そ し て ， 1402 年 義 満 が ， 明 の 建 文 帝 に
よ っ て 「 日 本 国 王 」 に 冊 封 さ れ た 。
こ れ は ， 「 倭 の 五 王 」 武 が 中 国 南 朝 の 宋 の 順 帝 か ら
「使持節都督倭•新羅・任那・加羅・秦韓・慕韓六国
諸 軍 事 安 東 大 将 軍 倭 王 」 に 封 じ ら れ て 以 来 ， 900 余 年
ぶ り の で き ご と で あ っ た 。
14 世 紀 後 半 に は ， 東 ア ジ ア 世 界 に は 国 際 的 な 問 題 が
あ っ た 。 そ れ が ， 「 倭 寇 」 で あ る 5) 。 「 倭 寇 」 研 究 史 に
よ れ ば ， 倭 寇 に は ， 「 前 期 倭 寇 」 と 「 後 期 倭 寇 」 が あ
る 。 こ こ で は 14 世 紀 か ら 15 世 紀 に 盛 ん で あ っ た 「 前
期 倭 寇 」 を 取 り 上 げ る 。 「 後 期 倭 寇 」 と は ， 16 世 紀 の
私 貿 易 を 含 む 東 ア ジ ア の 大 海 賊 集 団 倭 寇 の 活 動 で あ
お う ち ょ く
り ， 王 直 は そ の 首 領 と し て 名 を 馳 せ た 。
倭 寇 は そ の 文 字 通 り ， 日 本 人 を 中 心 と し た 海 賊 集 団
で あ る 6) 。 土 地 は や せ 農 業 だ け で は 生 き ら れ ず ， 漁 業
や 私 貿 易 に た よ っ て い た 九 州 沿 岸 の 人 び と や ， 対 馬 ，
壱 岐 の 島 民 が 海 賊 的 行 為 に お よ ぶ こ と は 以 前 か ら あ っ
た 。 こ の 集 団 の 行 動 が 激 し く な っ た 時 期 は ， 鎌 倉 幕 府
が 滅 亡 ， 南 北 朝 の 動 乱 ， 室 町 幕 府 成 立 と い う 激 動 の 時
代 だ っ た 。 倭 寇 は ， 船 団 を 組 み ， 朝 鮮 半 島 沿 岸 や 中 国
沿 岸 を 荒 ら し ， 税 と し て 都 に 運 ば れ る 品 物 や 食 糧 を 略
奪 し ， さ ら に 人 身 売 買 の た め に 人 を さ ら う 行 動 に ま で
お よ ん だ 。 ま た ， 街 を 焼 き 払 っ た り も し た 。 こ の 倭 寇
制 圧 で 活 躍 し た 将 軍 朱 元 蹄 が 元 朝 を た お し ， 明 王 朝 を
起 こ し た 。 し か し ， 倭 寇 に よ る 被 害 は 大 き く ， 明 も 高
麗 も 室 町 幕 府 に 取 締 り を 要 求 し た 。 親 書 を 携 え ， 派 遣
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さ れ て き た の が 通 信 使 の は じ ま り で あ る 。
金 両 基 著 『 物 語 韓 国 史 』 に は ， こ の よ う な 記 述 も あ る 。
「 1375 年 ， 非 業 の 最 期 を と げ た 恭 慇 王 の 後 を 禍 が 継
ぎ ， 第 32 代 王 と な る 。 同 年 2 月 ， 通 信 使 羅 興 儒 が 日
本 に 出 発 。 5 月 ， 藤 経 光 の 率 い る 倭 人 た ち が 多 数 投 降
し て き た 。 7 月 ， 藤 経 光 は 海 上 に 逃 げ て 行 っ た 。 藤 経
光 は 高 麗 の 状 態 を 内 偵 す る た め に ， 偽 装 投 降 を し た よ
う で あ る 。 ち な み に ， 藤 経 光 が 逃 亡 し て か ら 倭 寇 の 襲
来 が 芽 だ っ て 多 く な っ て い る 。
翌 1376 年 7 月 ， 倭 寇 が 扶 余 ・ 公 州 地 方 に 襲 来 し ，
崖 蛍 将 軍 が 撃 退 す る 。 9 月 ， 古 阜 ・ 泰 山 に 倭 寇 が 襲 来
し ， 全 州 を 陥 す 。 10 月 ， 日 本 人 の 僧 良 柔 が 使 臣 と し
て 到 着 。 同 月 ， 扶 寧 で 倭 寇 を 大 破 す る 。 78 年 6 月， 日
本 か ら 節 度 使 源 了 俊 が 僧 の 信 弘 を と も な っ て 来 朝 し ，
か れ ら の 手 で 倭 寇 が 捕 え ら れ た 。 10 月 ， 李 子 庸 を 日
本 に 遣 わ し て 倭 寇 の 襲 撃 を 止 め さ せ る よ う 強 く 要 望 し
た 。 し か し ， 倭 寇 の 襲 来 は 絶 え る こ と な く つ づ い た 。
倭 寇 は 日 本 の ど こ か を 根 拠 地 と す る 海 賊 で ， 鎌 倉 幕 府
も 手 の 打 ち ょ う が な か っ た 。 頻 繁 に 襲 来 す る 倭 寇 に 高
麗 は 手 を 焼 い て い た 。 1380 年 の 8 月 ， 倭 寇 が 尚 州 ・ 善
州 な ど に 火 を 放 ち ， 9 月 ， 李 成 桂 将 軍 が 雲 峰 で 倭 寇 を
大 破 す る 。 」 7)
倭 寇 の 発 生 に は ， そ の 背 景 が あ っ た 。 13 - 14 世 紀 の
東 ア ジ ア で は ， 国 境 や 海 を 超 え た ヒ ト ・ モ ノ ・ 情 報 の
往 来 が ， 民 衆 レ ベ ル に ま で 及 ん で 活 発 化 し ， そ れ が 中
国 ・ 日 本 の 内 乱 状 況 と あ い ま っ て ， 倭 寇 を 発 生 さ せ た 。
高 麗 で は ， 水 軍 の 制 や 火 薬 局 が 新 設 さ れ ， そ の 効 力
を 発 揮 1380 年 火 薬 船 を 倭 寇 の 船 団 に 突 入 さ せ 熾 滅
す る こ と に 成 功 し た 。 以 降 朝 鮮 の 沿 岸 警 備 が 充 実 さ
れ ， 倭 寇 は 寄 り つ か な く な っ た 。 ま た ， 懐 柔 策 も 取 ら
れ ， 朝 鮮 時 代 に は ， 降 伏 帰 順 ， 田 畑 家 財 を 与 え る な ど
の 政 策 が と ら れ ， 投 化 ・ 受 職 倭 人 が 増 え た 。
倭 寇 に 対 す る 日 本 と 韓 国 と の 対 応 が 通 信 使 往 来 の は
じ ま り で あ る 。
3 室 町 時 代 の 通 信 使
江 戸 時 代 の 朝 鮮 通 信 使 は ， 仲 尾 宏 作 成 の 年 表 8) に よ
れ ば ， 1607 年 に は じ ま り ， 1811 年 に 終 わ る 12 回 に 及
ぶ。 1607 年 の は じ ま り ， そ の 朝 鮮 側 の 意 図 （ 聘 礼 名
目 ） は 国 交 回 復 （ 倭 情 探 索 ・ 被 虜 人 刷 還 ） を 求 め る
と あ る 。
国 交 回 復 は ， 秀 吉 の 朝 鮮 侵 略 後 の 交 流 再 開 を 意 味 し
て い る 。 そ れ 以 前 の 交 流 再 開 も 意 味 し て い た 。 『 朝 鮮
王 朝 実 録 』 に よ る と 足 利 将 軍 に 対 し て 派 遣 さ れ ， 京 都
ま で 行 き 面 談 し 帰 国 し た 通 値 使 は ， 八 回 確 認 さ れ る 。
朝 鮮 通 信 使 と い え ば 多 く の 絵 巻 に み ら れ る の は 江 戸
時 代 の も の で あ る 。 し か し ， そ れ 以 前 に 通 信 使 の 往 来
は さ か ん で あ っ た 。
柳 鐘 玄 氏 は ， 「 壬 辰 倭 乱 以 前 の 外 交 使 節 」 ， ） で ， 次 の
よ う に ま と め て い る 。
1410 年 正 使 ・ 梁 需
1420 年 正 使 ・ 宋 希 燥 ， 副 使 ・ 手 仁 甫
1422 年 正 使 ・ 朴 熙 中 ， 副 使 ・ 李 芸 ， 書 状 官 ・ 呉 敬 之
1424 年 正 使 ・ 朴 安 信 ， 副 使 ・ 李 芸 ，
書 状 官 ・ 孔 達 一 崖 古 音 一 朴 砧 沈
1428 年 正 使 ・ 朴 瑞 生 ， 副 使 ・ 李 芸 ， 書 記 官 ・ 金 克 柔
1432 年 正 使 ・ 李 芸 ， 副 使 ・ 金 久 問 ，
書 状 官 ・ 房 九 成 一 金 元
1439 年 正 使 ・ 高 得 宗 ， 副 使 ・ 手 仁 甫 ， 書 状 官 ・ 金 礼 蒙
1443 年 正 使 ・ 下 孝 文 ， 副 使 ・ 手 仁 甫 ， 書 状 官 ・ 申 叔 舟
こ の な か で ， 3 回 (1428, 1439, 1443 年 ） の 使 行 は ，
通 信 使 で あ り ， 他 は ， 回 礼 使 の 名 称 が 使 用 さ れ た 10) 。
以 上 の 通 信 使 の う ち で ， 1422, 1424, 1428, 1432 年
の 4 回 に わ た り 李 芸 が 加 わ り ， 1432 年 に は ， 正 使 と し
て 京 都 を 訪 れ て い る 。
1422 年，李芸は 50 歳。世宗大王は (1418~1450)
朝 鮮 か ら 日 本 の 幕 府 ， 足 利 義 持 将 軍 に 向 け た 回 礼 使 の
役 を 与 え ， 代 表 団 の 副 使 と し て 指 名 さ れ た 。 こ れ ま
で ， 李 芸 の 日 本 へ の 渡 航 は ， 西 国 大 名 へ の 2 度 与 え ら
れ て い た が ， 京 都 ま で は 初 め て で あ っ た 。
世 宗 は 在 位 期 間 中 日 本 と の 平 和 的 関 係 を 維 持 す る た
め に ， 15 回 に わ た り 使 者 を 派 遣 し て い る 。 使 行 の 名 称
も 多 様 で ， 回 礼 使 ， 通 信 使 ， 賜 物 管 押 使 ， 敬 差 官 ， 観
察 使 な ど で ， 賜 物 管 押 使 ， 敬 差 官 ， 観 察 使 は ， 地 方 の
豪 族 に 派 遣 す る 名 称 で ， 回 礼 使 ， 通 信 使 は 日 本 国 王 に
派 遣 し た 使 行 の 名 称 で あ る 。 地 方 の 豪 族 に 派 遣 し た 理
由 は ， 幕 府 将 軍 が 地 方 勢 力 を 統 制 す る 力 が 弱 い こ と を
認 識 し ， 外 交 交 渉 相 手 に 倭 寇 を お さ え る 事 の で き そ う
な 地 方 の 豪 族 た ち を え ら ん だ の で あ る 。
4 .  通 信 使 の シ ス テ ム
倭 寇 が 減 少 す る と 日 本 各 地 か ら の 貿 易 を 目 的 と す る
倭 使 の 往 来 が 急 増 し た 。 そ の た め ， い く つ か の 通 行 の
制 限 ， 来 泊 の 制 限 や 入 国 証 明 の 発 行 な ど が 行 わ れ る よ
う に な っ た 。 こ こ に 示 す の は ， 一 例 で あ る 。 1441 年 李
芸 が 対 馬 敬 差 官 と し て 王 命 （ 世 宗 ） を う け ， 島 主 宗 貞
盛 と 約 定 し た 規 約 に は ， 次 の よ う な 条 項 が あ っ た 1¥
( 1 ) 朝 鮮 に 派 遣 し た 使 送 船 の 種 類 と 乗 船 人 員 数 に 対 す る
規 定
( 2 ) 定 数 内 の 使 送 倭 人 に 対 し て は 規 定 さ れ た 食 糧 が 給 与
さ れ る が ， 定 数 外 の 倭 人 に は 給 糧 を 許 さ な い こ と
( 3 ) 文 引 12) が な い 倭 人 は 接 待 を 許 さ な い 規 定 を 再 確 認 す
る こ と
( 4 ) 日 本 諸 処 の 使 送 人 が 持 っ て い る 書 契 は ， た ま に 偽 造
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さ れ た も の が あ る 。 島 主 宗 貞 盛 並 び に 各 処 か ら 発 給
し た 書 契 を 支 給 さ れ た 人 名 を す べ て 書 い て 真 偽 を 考
証 す る こ と
( 5 ) 偽 造 し た 書 契 並 び に 書 契 を 改 変 し て 持 っ て 行 き ， 見
せ る こ と
( 6 ) 陸 地 諸 処 の 使 送 人 と 興 利 倭 人 ら が 持 っ て い る 書 契 の
真 偽 を 分 別 せ ず ， す べ て 文 引 を 与 え 出 送 さ せ る こ と
は 便 利 で な い か ら ， 今 後 は 書 契 を 検 閲 し た 後 に 文 引
を 給 与 す る こ と
( 7 ) 諸 処 の 興 利 倭 人 （ 倭 商 ） の 留 館 期 日 に 関 す る 規 定
( 8 ) 朝 鮮 に 不 法 居 住 す る 倭 人 並 び に 被 慮 倭 人 ら の 送 還 問 題
( 9 ) 宗 貞 盛 以 外 の 各 人 が 発 給 す る 文 引 と 書 契 は ， こ れ を
厳 禁 す る こ と
(1 O) 対 馬 並 び に 諸 処 使 送 人 が 朝 鮮 に 来 る と き は 出 来 前 に
三 浦 に 人 員 を 均 分 さ せ ， 出 発 す れ ば ， ま た 書 契 内 に
は 出 来 す る 浦 口 名 を 記 入 す る こ と
(11) 宗 彦 七 ， 宗 茂 匝 ら が ， 宗 貞 盛 の 発 給 す る 文 引 を 受 け ず
に 使 送 人 を 送 る こ と は よ ろ し く な い 。 今 後 と し て は
宗 貞 盛 の 文 引 が な い 場 合 に は 接 待 を 許 さ な い こ と
こ れ ら は ， 以 降 の 日 朝 外 交 関 係 の 重 要 な 典 拠 と な っ
た。 1443 年 に は ， 「 癸 亥 約 條 」 が 締 結 さ れ た 。 こ こ で
は ， 従 来 の 開 港 地 ， 熊 川 の 嘴 浦 ， 東 莱 の 富 山 浦 ， 蔚 山
の 塩 浦 を 開 港 し ， 恒 居 倭 人 数 を 定 め ， 島 主 宗 貞 盛 が 送
る 歳 遣 船 50 隻 と 朝 鮮 か ら 送 る 歳 遣 米 200 石 に 限 定 す
る 内 容 だ っ た 。 朝 鮮 王 朝 は ， 対 馬 の 政 治 ， 経 済 的 な 安
定 こ そ が ， 倭 寇 の 再 発 を 防 ぎ ， 日 本 と の 外 交 関 係 を 維
持 で き る と 捉 え て い た 。
日 本 側 に 対 し て 派 遣 は ， 室 町 幕 府 ， 在 京 有 力 守 護
（ 大 内 氏 少 弐 氏 ） ， 九 州 探 題 宗 氏 本 宗 家 ， 対 馬 諸 氏 な
ど に 限 る こ と 。 こ れ ら は ， 申 叔 舟 13) 『 海 東 諸 国 紀 』 14)
に 記 さ れ て い る 。 倭 寇 が 沈 静 し た 。
日 本 側 に は ， 偽 使 の 問 題 が あ り ， 取 り 締 ま り は 室 町
幕 府 の 仕 事 で あ っ た 。
幕 府 は 外 交 業 務 を 京 都 禅 宗 五 山 派 の 僧 侶 に 委 託 し て
い た 。 そ れ は 偽 使 勢 力 に 付 け 込 ま れ る 原 因 で あ っ た 。
当 時 の 外 交 文 書 は 漢 文 で 作 成 さ れ ， そ の 書 式 に は 礼 儀
作 法 が あ り ， か な り 高 度 な 教 養 が 求 め ら れ ， 使 節 と し
て 派 遣 さ れ る 人 物 も ， 漢 文 に よ る 筆 談 や 漢 詩 の 交 歓
な ど が 必 要 で あ っ た 。 そ の た め 室 町 幕 府 は 国 書 の 作 成
や 朝 鮮 に 赴 く 使 節 の 編 成 な ど す べ て 五 山 派 僧 侶 た ち に
頼 っ て い た 。 こ れ は 偽 使 派 遣 の 障 壁 で も あ っ た が ， 五
山 僧 に ， 国 書 の 改 ざ ん を 頼 み ， 偽 使 派 遣 に は 好 都 合 な
手 段 で も あ っ た 。 こ う し て ， 幕 府 以 外 の 諸 勢 力 も 偽 使
化 を 配 出 し や す い 状 況 に あ っ た 。 日 本 側 の 諸 勢 力 の 通
交 の 多 く は 博 多 ・ 対 馬 ・ 薩 摩 裔 人 な ど の 媒 介 者 が 請 負
い 行 わ れ た 。 こ れ ら の 中 間 媒 介 者 が 名 義 人 の 死 亡 を 隠
し 通 交 を 続 け る な ど 偽 使 化 を は か っ た 。
そ こ に ， 「 日 本 国 王 良 懐 」 の 存 在 を 忘 れ る こ と は 出
来 な い 。 明 の 洪 武 帝 が 日 本 に 朝 貢 と 倭 寇 の 禁 圧 を 求
め， 1368 年 か ら 3 回 も 使 者 を 派 遣 し た 。 2 回 は 賊 に
殺 さ れ る な ど 失 敗 し た が ， 3 度 目 は 成 功 し た 。 相 手 は
か ね よ し
大 宰 府 を 支 配 し て い た 懐 良 親 王 （ 南 朝 の 創 始 者 ， 後 醍
醐 天 皇 の 皇 子 ） で あ り ， 紐 柑 宵 箪 の 蒼 と よ ば れ 九 州 を
制 圧 し て い た 人 物 で あ る 。 大 宰 府 は ， 古 代 以 来 の 日 本
の 外 交 の 窓 口 で あ っ た 。 懐 良 親 王 は ， 「 日 本 国 王 」 の
資 格 を も ち ， 倭 寇 禁 圧 の 実 力 を 持 つ 人 物 で あ っ た 。 一
方 ， 九 州 平 定 を 目 指 す 足 利 義 満 は ， 今 川 了 俊 を 九 州 探
題 に 任 じ ， 1372 年 に は ， 了 俊 が 大 宰 府 を 攻 略 し た 。 そ
の 結 果 外 交 上 の 混 乱 も 生 じ た 。 懐 良 親 王 を 日 本 国 王
に 封 じ る 洪 武 帝 の 詔 書 を 携 え た 明 使 が 博 多 に 到 来 し
た 際 ， 了 俊 は 彼 ら を 博 多 の 聖 福 寺 に 拘 留 し た 。 し か し
日 本 の 事 情 を 知 っ た 明 使 は 大 宰 府 を 失 っ た 征 西 府 で は
な く ， 北 朝 側 と の 交 渉 に 切 り 替 え ， 翌 年 京 都 に 上 洛 し
た 。 義 満 は ， 明 使 を 帰 国 さ せ る 際 に ， 日 本 か ら の 使 者
を 同 行 さ せ ， 被 虜 人 150 人 を 送 還 し た 。 室 町 幕 府 最 初
の 遣 明 使 で あ っ た 。 混 乱 と い う の は ， 例 え ば ， 義 満 が
「 征 夷 大 将 軍 源 義 満 」 の 名 義 で 使 者 を 送 っ た が ， 拒 絶
さ れ て い る 。 一 方 ， 「 日 本 国 王 良 懐 」 名 義 の 表 を 奉 っ
て 明 に 入 貢 す る 使 節 が 頻 繁 に 往 来 し て い た 。
5 勘 合 船 貿 易
室 町 時 代 の 日 明 貿 易 は ， 勘
合 船 貿 易 と よ ば れ る 。 略 し て
勘 合 貿 易 で あ る 。 貿 易 の 際
に ， 倭 寇 と 区 別 し 正 式 な 遣 明
使 船 で あ る 事 が 確 認 で き る よ
う 勘 合 （ 写 真 図 1 ) を 使 用 し
た 。 明 王 朝 は ， 伝 統 的 な 中 華
思 想 イ デ オ ロ ギ ー か ら 冊 封 さ
図 1 勘 合 （ 本 字 勘 合 ）
（ 出 典 ： サ イ ト の 勘 合 符
http ://image. search. y a h o o .  
れ た 周 辺 諸 民 族 の 王 が 大 明 co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-
皇 帝 に 朝 貢 し ， 明 皇 帝 が 数 倍 8 & p = % E 5 % 8 B % 9 8 % E 5 % 9  
0 % 8 8 % E 7 % A C % A 6 )  
の 価 値 あ る 頒 賜 物 に 対 し て そ
の 返 礼 の 形 で 授 け る 形 式 の 貿 易 だ け を 認 め て い た 。 明
王 朝 は ， 自 国 の 商 船 が 自 由 に 外 国 へ 渡 航 す る こ と を 禁
じ て い た 。 勘 合 船 に よ る 貿 易 が 唯 一 の 合 法 的 な も の で
あ っ た 。 進 貢 貿 易 公 貿 易 ， 私 貿 易 の 3 種 だ が ， 日
本 船 が 勘 合 を 所 持 し ， 明 の 港 に 入 港 し 行 う 。 進 貢 貿
易 は ， 日 本 国 王 が 明 の 皇 帝 に 貢 ぎ ， 皇 帝 か ら 頒 賜 に 預
か る 。 こ れ を 貿 易 と い え る ど う か 。 し か し ， 室 町 幕 府
将 軍 が 明 皇 帝 か ら 「 日 本 国 王 」 の 冊 封 を 受 け ， 明 皇 帝
に 対 し て 朝 貢 す る 形 式 で あ っ た 。 日 本 国 内 の 支 配 権 確
立 の た め 豊 富 な 資 金 力 を 必 要 と し て い た 義 満 は ， 名 を
捨 て 実 利 を 取 っ た 。 馬 ， 太 刀 ， 硫 黄 ， 瑞 瑞 ， 金 屏 風
扇 槍 な ど を 進 貢 し 白 金 ， 絹 織 物 ， 銅 銭 な ど が 頒 賜 さ
れ た 。 公 貿 易 で は ， 幕 府 の 貨 物 ， 遣 明 船 船 主 の 貨 物 ，
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搭 乗 す る 客 商 や 従 商 人 の 貨 物 で あ っ た 。 こ れ ら の 価 格
は ， 北 京 に 送 ら れ て 決 め ら れ る こ と が 建 前 で あ り ， 取
引 さ れ た 。 取 引 の 品 は ， 蘇 木 ， 銅 ， 硫 黄 ， 刀 剣 類 が 中
心 で ， 対 価 と し て は 銅 銭 と 絹 や 布 が 用 い ら れ た 。 日 本
国 内 で 銅 銭 （ 永 楽 通 宝 ） が 取 引 に つ か わ れ た の も 日 明
貿 易 の 結 果 で あ っ た 。 私 貿 易 に は ， 寧 波 （ ニ ン ポ ー ）
の 牙 行 ， 北 京 の 会 館 ， 北 京 か ら 寧 波 へ の 帰 途 上 ， の 3
種 で あ っ た 。 私 貿 易 で は ， 日 本 へ 生 糸 ， 絹 織 物 ， 綿
糸 ， 綿 布 ， 薬 種 砂 糖 陶 磁 器 ， 書 籍 書 画 で あ
り， さ ら に 銅 器 ， 漆 器 な ど 調 度 品 で あ っ た 。 日 明 貿 易
が も た ら し た 利 益 は 具 体 的 に は 不 明 で あ る が ， 宝 徳 年
間 に 明 に 渡 っ た 商 人 楠 葉 西 忍 15) に よ れ ば ， 明 で 購 入
し た 糸 2 5 0 文 が 日 本 で は 5 貰 文 ( = 5 0 0 0 文 ） で 売 れ ，
反 対 に 日 本 に て 銅 1 0 貫 文 を 1 駄 に し て 持 ち 込 ん だ も
の が 明 に て 4 0 - 5 0 貰 文 で 売 れ た と 記 し て い る 。 な お ，
遣 明 船 は ， 応 永 八 年 (1402) が 第 1 回 の 出 発 年 で ， 最
後 が 天 文 十 六 年 (1547) の 出 発 年 で あ る 16) 。 し た が っ
て， 日 明 貿 易 は 約 1 5 0 年 間 の 間 に 1 9 回 行 わ れ た こ と
に な る 17) 。
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7 ) 金 両 基 著 『 物 語 韓 国 史 』 中 公 新 書 .1989 年 .pp.247 - 248. 
8 ) 朝 鮮 通 信 使 聘 礼 年 表 ， 辛 基 秀 ・ 仲 尾 宏 編 著 『 図 説 朝 鮮 通
信 使 の 旅 』 pp.122 - 123. 
9 ) 嶋 村 初 吉 編 著 ・ 訳 『 玄 界 灘 を 越 え た 朝 鮮 外 交 官 李 芸 ー 室
町 時 代 の 朝 鮮 通 信 使 』 明 石 書 店 2010 年 刊 ， p.19.
10) 前 の 羅 興 儒 ら が 室 町 幕 府 に 倭 寇 禁 圧 を 要 請 し た の は 通
信 使 で あ り ， こ の 名 前 の 初 出 は 『 高 麗 史 』 日 本 伝 で ， 一
例 の み で あ る 。
11) 前 掲 嶋 村 書 pp.114 - 115. 
12) 対 馬 島 主 文 引 対 馬 島 主 宗 氏 が 発 給 す る 渡 航 証 明 書 。
13) 申 叔 舟 (1417 - 1475) 日 本 語 ， 中 国 語 な ど 他 国 の 言 語
に も 通 じ て 外 交 官 と し て 活 躍 。 1443 年 （ 世 宗 25 年 ） に
は 通 信 使 の 書 状 官 と し て 日 本 に 赴 い た 。
14) 現 在 田 中 健 夫 訳 注 『 海 東 諸 国 紀 ー 朝 鮮 人 の 見 た 中 世 の
日 本 と 琉 球 』 岩 波 文 庫 が あ る 。
15) 父 は 天 竺 人 の 「 ヒ ジ リ 」 。 イ ン ド ， ジ ャ ワ ， あ る い は ア
ラ ビ ア 出 身 。 京 都 に 居 住 。 本 人 は 幼 名 は ム ス ル 。 俗 名 天
次 ， 西 忍 は 出 家 後 の 号 。 も と は 「 天 竺 」 を 姓 と し た 。
16) 『 国 史 大 辞 典 』 遣 明 使 ， 勘 合 貿 易 な ど の 項 に よ る 。
17) 関 周 一 「 明 帝 国 と 日 本 」 ， 『 日 本 の 時 代 史 』 1 . pp.98 -
140. 
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